
                              ８月２４日に県教育委員会へ行くと教育長室に行く廊下の壁に 

                         本校３年寺越さんの全国高等学校総合文化祭に出展した作品 

                が飾られていました。絵の横には本人による作品の製作過程や思いが綴られた 

文章もあり、県教育委員会を訪れる方々に見ていただけるようです。他にもいくつか 

作品展示がありますが、このような形で展示していただけるのは大変嬉しいことです。 

なかなかないかもしれませんが、県教育委員会に行く機会があれば一度ご覧にな

って              ってください。よろしくお願いします。 

 ８月２６日神戸新聞に甲子園出場にかかる支援のお礼の 

広告を載せていただきました。本来ならば寄付等のご支援だ 

けでなく､テレビ観戦や会場で応援していただいた方々お一人おひとりにお礼申し上げる 

べきところですが､こういった紙面をお借りしてまずはお礼をさせていただければと思います。 

大会後も多くの方々から本校の戦いぶりや監督、選手の言葉などに対してご意見を頂 

戴し、関心を持っていただいたことに本当にありがたく思いました。学校教育活動全般に 

おいて今回の経験を活かし､さらに地域から支援していただける学校となることを目指して 

頑張って参りたいと思いますので、今後ともご支援のほどお願い申し上げます。 

                   さらに各方面での活動に目を移すと、８月２４日には、 

                  サンテレビの「ニュース×情報キャッチ＋（プラス）」の部活中継のコーナーに本 

                  校書道部が取り上げられ生放送で放送されました。きっかけは野球部の夏の 

甲子園出場に関わった部の紹介ということで応援音楽のテロップを書いた書 

道部にスポットが当たったからです。活動が制限され発表の場が少なかったこ

ともあり部員たちは意欲満々で臨み、短い練習時間でしたが、生放送の本番中に書道パフォーマンスを披露

するなど元気よく活動紹介をしてもらいました。「ネイビーズアフロ みながわさん はじりさん」のお二人が軽快な

トークで部員たちの会話を引き出してくれ、夏の良い思い出になったと思います。ありがとうございました。 

 また同日やしろショッピングパークＢio では「おつかいデビュー」という企画に生活科学科がお手伝いに参加。

東条川疎水をテーマにした seica の焼き菓子とケーキ販売も実施。生活科学科は７月には加古川ヤマトヤシ

キで販売実習を行っており、コロナ禍ではありますが、できる対策をとりながら実習をしてきました。生活科学科

は例年夏季休業中に保育、被服等の検定があり、その合格に向けた取組をしています。１年生でチャレンジす

べきもの、２．３年生で更に上級を目指すものとそれぞれの取組は違いますが、今年も頑張ってチャレンジしたよ

うです。２学期以降は課題研究がまとめの時期に入りますし､１年生の実習も中身が濃くなってきます。それぞ

れのコンテストに向けた制作やプレゼンも佳境を迎えます。この夏の成果をしっかりと出してください。 

 体育科はそれぞれの部活動が中心の夏季休業の活動であったと思います。１年生はようやく生活にも慣れ

て秋以降が楽しみではないでしょうか。２年生は中心的な役割を果たすようになって自覚も生まれてきていると

思います。今一度目標の再確認をして、来年を目指した練習を意識して新人大会等に臨みましょう。３年生は、

まだ勝負できる場がある人はそちらに向けて自分たちでしかできない戦いをしてください。勝負する場のない人

は次のステージに向けた活動になっていくと思います。体調管理に気をつけると同時に、今しかできないことを

しっかりと考えて進めてください。 

 夏季休業が終わりました。２学期を迎える準備はできていますか？まだまだ感染状況が好転しない中、活動

への制限はかかっておらず､基本的には一人ひとりに任されている感じです。体育大会も控えています。今の

状況で何ができるのか、どうすればできるだけ少ない制限で多くのことができるのか等知恵を出し合って、計画

を進めていきましょう。同時に２学期は３年生にとって就職試験や推薦入試が始まってきます。試験の時に体

調不良があってはいけませんので、お互いに気を遣う時期になります。自分のすべきことをしっかりとして準備を

進め、来たるべき時を待つという気持ちで臨んでください。面接では堂々と志望理由と自らの経験に基づいた

今後のビジョンなどを自分の言葉で話できるようにしましょう。内容を暗記して話すのは面接官にもあまり響きませ

ん。自己推薦書や小論文がある人は文章の構成を考え､うまくまとめながらもいいたいことが言えるようにしてく

ださい。練習あるのみです。 

校長室から SEASON４ NO.３８ R４.９.２ 

   

   

   



                                    広報誌「かとう」９月号には表紙写真に野球部 

                                    の集合写真が使用され、見開きのページには、 

甲子園の感想が顔写真入りで掲載されました。 

加東市には大変協力していただき、７月号に取り 

上げられたことがきっかけでの躍進だったようにも

思います。最後まで記事にしていただきありがとうございました。 

９月１日、２学期始業式です。この日は大掃除の後、野球部県大会優勝と陸上部の全国大会優勝等の

表彰伝達を行いました。時間の都合上、この２件だけにし、その他の大会等についての表彰伝達は後日行う

こととしました。陸上部は山口選手の全国大会 

円盤投優勝とハンマー投２位、藤本選手の三 

段跳５位、フィールド優勝、総合４位の表彰を、 

野球部は兵庫県大会優勝の表彰を行いました。 

その後、始業式で私からの話をさせていただきま 

した。野球部、陸上部の活躍に加えて柔道部の 

横山選手が全国大会ベスト１６に入り、その後の 

国体近畿ブロック大会でとちぎ国体への出場権 

を獲得したこと（陸上部の山口選手、長谷川選 

手も選出されています）､美術部の寺越さんの全 

国総文の話をしながら「思いを持つことの大切さ」 

を話しました｡暑さや密を考慮して､全校生は教室 

でリモートでの参加としました。放送による式に比 

べると良かったのではないかと思います。準備に当たっていただいた先生方ありがとうございました。また表彰

伝達を受けた陸上部、野球部の皆さんおめでとうございました。 

 こうして２学期が始まりました。新型コロナ新規感染も減少傾向にあるものの高止まりが続いています。感染し

ない､感染を広げないことを一番に考え､一人ひとりの健康に関する意識を高め、充実した学期にしていきましょ

う。よろしくお願いします。 

   

   

   


